
 
 
 

市民の創意を生かした個性的で魅力的なまちづくりを推進するため、市民が自主的に取り組む

活動を支援することを目的として、令和６(2024)年度足利市市民活動支援補助金事業を募集します。 
 

 補助対象事業  

 本市の行政課題や地域課題の解決に向けて、市民が自ら取り組む市民活動（非営利・公益・ 

自発性）としての事業です。（令和７(2025)年３月３１日までに終了する事業） 

原則として市内で行う事業が対象です。 
 ※ 政治・宗教・営利活動を目的とする事業、市や市の外郭団体等から補助を受けている事業、 

すでに恒例として行われている夏祭りなどの事業、一過性の事業、学校の授業や通常の 
部活動として行う活動（ボランティア活動を含む）は除きます。 

 
 

【参考】実施状況 

令和５(2023)年度 

○足利の縄文文化の魅力を語る「掘る女 縄文人の落とし物」上映会 

令和４(2022)年度 

○足利八木節女前Ｊａｐａｎ 

○豊かな歴史遺産を活かした まちづくりプロジェクト 

○毛野地区合併 70年の節目に毛野地区再発見 

○遊びのデリバリーＯＺ～わくわくをみんなに届けたい！～ 
 ○足利市近代化遺産の保存と活用を考える取り組み 
 

補助対象団体 

◇市民自らが企画し、自主的に取り組む市民活動を行っている団体 

◇５人以上で組織され、事務所が市内にある団体 

◇政治、宗教、営利活動を目的とせず、暴力団及びその構成員に関係しない団体 

◇定款や規則（規約）、会則を有し、自主的で継続的な活動を行っている団体 

◇事業の企画運営から実施報告まで責任を持って行える団体 

◇法人にあっては、市税の滞納がない団体 
 

補助額 

◇市民活動育成支援資金（設立後 3年以内の団体が行う事業） 

＝１０万円（若者支援コースは５万円）を限度とし、1 団体 1回限り。 

 （ただし備品の購入は、補助対象事業費の２分の１以内） 

◇市民活動推進支援資金（設立後 3年を超える団体が行う事業） 

＝補助対象事業費の２分の１以内で、５０万円を限度とし、１事業 1 回限り。 

 

手続き 

 ◇令和６(2024)年４月 1 日(月)から５月２日(木)までに、申請書類（事業計画書・年間スケジュ

ール、収支予算書・支出内訳、団体の規約・名簿などは各１部、参考資料は１５部） 

を直接、市民生活課（市役所本庁舎１階）へ提出 

 ◇募集要領及び申請書類などは、市民生活課及び市民活動センターで配布のほか、 

市ホームページ（市民生活課）からダウンロードできます。 

 ◇提出後、６月上旬（予定）に行われる選考委員会で、各団体に公開プレゼンテーションを行

っていただき選考します。なお、補助金の交付を受けた団体は、翌年度の事業報告会に出席し、

活動の成果を報告していただきます。 

 

 

集まれ 

市民の力！ 

お問合わせ・提出先  足利市役所 生活環境部 市民生活課 生活安全担当 ℡20-2154 


